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　 トカ マ ク型装置 の高性能H モ
ー

ド運 転 で は 、プ ラ ズ マ 周 辺 部 に 輸送 障壁 を

形 成 す る こ とで 飛 躍的 な 閉 じ込 め 改善を 見せ る．しか し 、輸送障壁部 の 急

峻 な圧 力勾 配領域が 生 じ るた め 圧力駆動型MHD 不安定性が 励起 され、　ELM
によって 間欠的、周期的なプラ ズ マ 閉 じ込 め の劣化が観測され て い る。一

方、ヘ リカル 型 装置LHD の レ H遷 移プ ラ ズマ や 高ベ ー
タプ ラズ マ におい て 、

周 辺部の 急峻な圧力勾配 によりプ ラズ マ 周辺部 に有理 面 を有する 〃伽 ＝213，
V2 モ

ー
ド（m ；ポ ロ イダ ル モ ード数、　 n ／ト ロ イ ダル モ ード数）な どの 周辺 MHD

モ
ードが観測 されて お り、こ れが プ ラズ マ 閉 じ込 めの 更な る改善を制 限 し

て い る 可能性が示唆 されて い る 【1−4】。したが って、トカ マ ク 装置 のみ な ら

ずヘリカル 装置 にお い て も、周辺 MHD モ
ード特性 の理解 とその 制御 は、重

要 な研 究課題 とな っ て い るe
　我々 は、LHD に軟X線（SX）ア レイ と極軟X 線（AXUV ）ア レ イ を3箇所 の ポ ー
トに設 置 し、周辺 MHD モ

ードの 空間構 造 の 観測 を行 っ て い る。今回は 、LHD
の LID 磁場コイル の 外部 制御 に よりプ ラズ マ 周辺部 に 真空磁気 島を積極的

に 生成 し、能動的に 磁気島外側 に急峻な 圧 力 勾 配 領 域 を 作 り出す こ とに よ

っ て 、周 辺 MHD モ
ード特 性 への 影響に つ い て調べ た。

　図且（a）に、LID 磁場コイル 印加 によるmtn ＝IA真空磁気島 と最外殻磁気面

を示 す。最外 殻磁気 面近 傍 に 、真空 磁 気 島を作 り出 す こ とが で き る こ とが

分 か る。図 1（b）は 、図 1（a）の 断面で の SX 強度分布1．と m ！n　＝　2t3モ ー
ドと コヒ

ー・
レ ン トなSX 揺動振幅分布til

．で ある。真空磁気島 に よ り圧 力が 平坦 化 され 、
最 外 殻 磁 気 面 近 傍 に 急峻 な 圧 力 勾配 が作 り出 され て い る こ とが SX 強度分布

で観測 され た 。これに よ り急峻な圧力勾配領域 に有理 面を有する mtn ；213

モ
ードの SX 揺動 は増 大す る。詳細は ポ ス ター発表 に て 報告す る。
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図1 （a）磁 気軸 R，．＝3．6m ．ヘリカル コイル ピッチ ノ｛ラメ
ー

タ r
＝1．254，　Bq≡IOO ％ の 配

位 にお ける真 空 最 外殻 磁気 面（線）と LID 磁場 コ イル 印加 により生成 した nttn ＝1〆1真

空磁 気 島（点）。（b）SX 強 度 Js，と mtn ＝2／3 モ
ードとコ ヒ

ー
レン トな SX 揺動振幅偽

の径 方 向分布。
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　巳Xperimental　resUts 　in　LHD 　have　shDwn 　an　improvement　of　the　con 且nemen し when 　the
mpetie 魅 of 　the　cDnfigt “tatian 　iS　shifted 血閥 rds 聞 d　a　deterioration“

・hen民is　s賦 ed

outwards ．7b剛 冖lows（ZF）ane 輛deけ a   ep ヒed　to　be　a　source 　of 　reductiDn 　of　anDm 訓ous

  spDrt　and ，　henじe，　ofe 血 mcement 　Dfdle 　cDn 丘nement 　when 　they 　are　not 氤皿y　damped  

the 　long　tem1 ．　Thb 　fact　bas　b ∋en 　theoredca 咀y 　studied 　in　Uユe 　past　fi）r　tekacn 証ks［上〕and 　later

e 煦 ded　to　he随劇 　町 航 e隅 　R］．　ln　addition　gyrokinetic 　simUlatiens 　  　helical　SysLemms 　With

singie−heliciLy　magnetiG 　fieldS　have　also　been　pe 「偽rmed ［2，3］，　However，しhe　mod 　lling　ofthe

凵卜ID　shifted−aXis　configUrations 　reqUjres 　Lhe　inc］usion 　ofm 血巨
一helicity　terms 　ln　the 　magneLic

且eld 　e 脚 sbn ．　Thepresent　wnrk 　is　devveted　to伽 e　lmeargyroknetic、侃asov 　simUla しlon　ofZF

and 　Geodesic　Acousしic　Mode （GAM ） dornping　in　mu 面
一heliciLy　cenfigua しions　and 　the止

compatison 　with 　the 　uns 据 ble　modes 　beha蝋ouL τ11e　resulLs 　ob 面 ned 　proVide 　a 　sL 訊 ing　pDint

tD 冊 n
　lmear　caledations 　reqUked 　to　deseribe　accurately 　the　t曲 ulent　transpa比 h 山ese

multi
−helicity　scen 師 os　and 　may 　helpしo　elucidate 匸he　Qp しimal　magnetic 　geomeしry　Ibr　gre乱 er

imprDvement　erconfintment ．

R     twOd 《 at　the　CHS　cxp 蜘 肥 nL 血 N［FS　has　mve 田ed　an　enhancement 　or　the　sしored
energythat 　iS　thought　to　be　dueto 　the　abs噸 Dn 　ofEtectnm 　BernStein　Waves （EBW ）、　In　the
騨  twQrk ，　Sknutations　of 　OXB 　mode −℃onvenrsion 　and 　EBW 　ahsorption　a【e 　perfermed 　fOr

L臨 eXperimental 　scen 面 o．　The　pos団ble　interaction　betw  n　EBW 　d由 en　current 　and
bootStrap　C鵬 nt　is詛so 　dscussed．
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